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​広聴広報委員会​



​はじめに​

​本市議会では、議会活動の状況を市民に分かりやすく伝えるとともに、市民​

​の声を今後の議会活動に生かすことを目的として、議会報告会を実施してい​

​る。平成24年8月に初めて開催して以来、今回で第24回目の開催となった、今​

​回の議会報告会及び意見交換会“なしおふれあいトーク”は、「那須塩原市の​

​良いところ、わるいところ」をテーマとして、参加者との意見交換会として実​

​施した。​

​那須塩原市議会報告会実施要綱第１１条の規定により、議会報告会報告書を​

​本書のとおり提出する。​
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​１　第２４回議会報告会実施概要​

​実施体制について​

​　​

​　○今回の議会報告会は、常任委員会等で班を分けず、議会全体で報告会を実​

​　施した。​

​　〇対象は限定せず、広く参加者を募集した。​

​内容について​

​○議会報告会の内容は２部構成で実施した。前回と同様に、意見交換に重点​

​　　を置き実施した。また、議会報告はより伝わり易いものとするため動画を​

​　　作成し、プロジェクターに投影したものを参加者に視聴してもらった。​

​○第１部の議会報告は、夏休み子ども議会探検等を中心にまとめた動画を用​

​い、議会の取組について報告した。質疑応答は行わず報告のみとした。​

​○第２部の意見交換は、同一のテーマを設定し、７班体制で実施した。なる​

​べく多くの参加者から意見聴取できるよう意見交換の時間を多くとった。​

​会場の設定及び参加者数について​

​会場設定について​

​○那須塩原市図書館みるるアクティブラーニングスペースを会場として設定​

​参加者数について​

​○合計２３名​

​第1回​ ​第2回​ ​第3回​ ​第4回​ ​第5回​ ​第6回​ ​第7回​ ​第8回​ ​第9回​

​開催年月​ ​H24.8​ ​H25.11​ ​H26.5​ ​H26.11​ ​H27.5​ ​H27.11​ ​H28.5​ ​H28.11​ ​H29.11​

​参加者数​ ​220​ ​93​ ​89​ ​91​ ​97​ ​60​ ​70​ ​94​ ​62​

​第10回​ ​第11回​ ​第12回​ ​第13回​ ​第14回​ ​第15回​ ​第16回​ ​第17回​ ​第18回​

​開催年月​ ​H30.5​ ​H30.11​ ​R元.6​ ​R元.11​ ​R2.2​
​R2.7.17​

​~9.30​
​R2.11​ ​R3.11​ ​R4.5​

​参加者数​ ​66​ ​78​ ​23​ ​70​ ​152​ ​72​ ​29​ ​97​ ​38​

​第19回​ ​第20回​ ​第21回​ ​第22回​ ​第23回​ ​第24回​

​開催年月​ ​R4.11​ ​R5.6​ ​R5.11​ ​R6.6​ ​R7.11​ ​R8.5​

​参加者数​ ​51​ ​24​ ​68​ ​16​ ​41​ ​23​
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​実施状況​

​２　主な意見・考察　　​
​テーマ：那須塩原市の良いところ・わるいところ​

​主な意見【良いところ】​

​１. 人・地域のつながり​

​〇あたたかい人情味：​

​　人が良く、あたたかい人が多い。困ったときはお互いに力を合わせて地域を​

​良くしようとする雰囲気や、多様な人を受け入れる風土がある。​

​〇地域・人との結びつき：​

​　地域のつながりや、人と人との結びつきがしっかりと残っている。​

​〇子育てを見守る環境：​

​　子どもたちが外で元気に遊んでいる風景があり、それを大人があたたかく見​

​守る安心感がある。​

​２. 自然環境・生活空間​

​〇豊かな自然：​

​　山が見える美しい景色や星空、那珂川の鮎など、豊かな自然環境に恵まれて​

​いる。​

​〇快適な居住環境（トカイナカ）：​

​　「スローライフ」や「トカイナカ」という言葉が馴染む、生活しやすいゆっ​

​たりとした空間がある。​

​〇優れた交通アクセス：​

​　新幹線の駅があり、東京や仙台へのアクセスが非常に良い。​
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​開催日時​ ​令和８年５月３０日（土）午後１時３０分～午後４時​

​会場​ ​那須塩原市図書館みるるアクティブラーニングスペース​

​参加人数​ ​２３人　（男性１１人　女性１２人）​

​担当議員​

​※当日は２２名​

​の議員で対応​

​統括​ ​林　美幸​ ​進行​ ​戸張　靖久​

​各グループ​

​ファシリ​

​テーター​

​A:松野　真弓​ ​B:星　宏子​ ​C:矢島　秀浩​

​D:三本木　直人​ ​E:森本　彰伸​ ​F:佐藤　一則​

​G:赤塚　茂明​

​意見交換テーマ​ ​那須塩原市の良いところ・わるいところ​



​〇ペットへの配慮：​

​　ペット連れ（ペットツーリズムなど）にも優しい環境が整っている。​

​３. 食・温泉・観光資源​

​〇質の高い食資源：​

​　お米や農産物、生乳・乳製品など、とにかく食べ物が美味しい。​

​〇豊富な温泉：​

​　塩原温泉をはじめ、リラックスや湯治ができる素晴らしい温泉が多数ある。​

​〇地方観光都市としての可能性：​

​　車社会でありながらも人と人との距離が近く、無限の可能性を秘めている。​

​〇独自の地域ブランド：​

​　黒磯駅周辺や少し足を伸ばしたところに個性的で魅力的なスポットがある。​

​４. イベント・地域活動​

​〇魅力的な地域イベント：​

​　花火大会夜市など、地域を盛り上げる優れたお祭りやイベントがある。​

​〇充実した公共・文化施設：​

​　まちづくりや交流の拠点となる「くるる」や「みるる」といった施設があ​

​る。​

​主な意見「わるいところ」​

​1. 子育て・若者支援・教育​

​〇屋内の遊び場不足：​

​　雨の日や冬場でも親子が安全・安心に遊べる「室内の遊び場（屋内施設）」​

​がない。​

​〇困窮・孤立する若者への対応：​

​　人とかかわるのが苦手な若者や、困りごとを抱える若者が相談・解決できる​

​窓口、気軽に集まれる居場所（カフェのような場所）が少ない。​

​〇子育て・専門支援の不足：​

​　療育園の予約が取りづらい。また、専門職が幼稚園や小学校を訪問して課題​

​を早期発見できる環境が必要である。ベビーシッターの需要増への経済的支援​

​も求められている。​

​〇教育格差と環境：​

​　大学進学などの格差是正、教育の充実が求められている。子どもがのびのび​
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​と活き活き過ごしにくい。​

​2. 公共交通・インフラの利便性​

​〇過度な車社会：​

​　車がないと移動や生活が成り立たず、市外・県外からの移住者にとっては生​

​きづらさを感じる可能性がある。​

​〇公共交通の限界：​

​　ゆーバスやゆータク、デマンドタクシーはあるものの、まだまだ不便で改善​

​の余地がある。​

​〇道路・歩道の未整備：​

​　黒磯地区などを中心に歩道が狭く、自転車道も整備されていないため危険が​

​ある。​

​〇駅周辺の活気と駐車場：​

​　那須塩原駅前は駐車場ばかりで閑散としており、居場所がない。​

​3. 自治会・市民コミュニティの希薄化​

​〇自治会・PTAの衰退：​

​　高齢化や市民のライフスタイルの多様化に伴い、自治会の解散や脱退者が増​

​えており、市民の結びつきが不足している。​

​〇自治会運営の課題：​

​　会費にばらつきがある、会費に見合うメリットが感じられない、加入する意​

​味が理解されていない。時代に合わせた「ゆるやかな新しい形の自治会」を模​

​索する必要がある。​

​〇交流機会の不足：​

​　市民同士が横のつながりや交流の良さを体感できる機会が少ない。​

​4. 観光・経済への関心​

​〇PR・攻めの姿勢の不足：​

​　食べ物は美味しいが全国的な知名度が低い。観光地（温泉地）の活気が低下​

​しており、インバウンド誘致やインフルエンサーを活用したSNS発信など、​

​もっと「攻め」の観光対策が必要である。​

​〇空き家・廃校の増加：​

​　使用されていない空き家や廃校が目立つ。​

​５．その他​

​〇市民の声：​

​　市民の声が行政に届いていない・重視されていないと感じる。​
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​考察​

​　​​今回の議会報告会で印象深かったのは、意見交換において参加者が挙げた本​

​市の「良いところ」と「わるいところ」の根底に共通点があったことである。​

​例えば、人情味やあたたかさ、子どもを見守る地域の目といった強みが語られ​

​る一方で、自治会・PTAの衰退、若者の孤立、交流機会の不足が課題として挙​

​げられていた。これらはどちらも「人のつながり」に関わるものであり、本市​

​の強みと直面している課題が表裏一体となっている点が共通している。​

​　このうち「良いところ」として挙げられた繋がりは、本市の大きな財産であ​

​る。しかしその反面、従来の仕組みだけでは支えきれなくなっている現実もあ​

​り、参加者の言葉にあった「ゆるやかな新しい形の自治会」のように、時代に​

​合った形へと編み直していく時期に来ていると思われる。​

​　また、子どもの屋内遊び場、若者や高校生の居場所、廃校・空き家の活用と​

​いった意見は、世代ごとに表現は異なるが、いずれも「人が集い、交わり、学​

​び合う場」を求める声として共通している。参加者自身から「すでにあるもの​

​を活用する」という視点が示されたことは重要であり、既存施設や遊休資産を​

​市民の交流と学びの拠点として磨き直していく発想が求められている。​

​　このように、単に意見を表明するだけでなく、議員を交えた意見交換によっ​

​て「良いところ」と「わるいところ」の共通点や課題が可視化されたことは、​

​具体的な解決策につながる多くの示唆を得る契機となった。​

​　さらに、参加者からは本市の「わるいところ」として、「市民の声が行政に​

​届いていない・重視されていないと感じる」という厳しい意見も上がってい​

​た。これを受け止めるならば、議会報告会を報告の場にとどめず、市民との対​

​話の場へと発展させてニーズを的確に把握していくことが重要である。それが​

​市政への関心と参加を広げ、本市の強みである「人のつながり」を次世代へ引​

​き継ぐ契機になると考える。​

​　意見交換の中では「市民が声を上げる」「自分に何ができるかを常に意識す​

​る」といった、市政に対する当事者としての発言も生まれていた。このような​

​市民の主体性を育むうえで、意見交換会は極めて有効な場である。今後は、市​

​民が地域課題を「自分ごと」として語り合う機会をどれだけ増やせるか、そし​

​てそこからどれだけ深い対話を引き出せるかが、本市の課題解決において重要​

​となる。​

​　多様な声を広く集める「量」の拡充と、その中から課題の本質を掘り起こし​

​政策につなげる「質」の向上。この双方を確保するためにも、市民の声を「聴​

​き、伝え、育て、参加につなげる」ことを大切にしていきたい。​
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​３　まとめ​
​　​

​　第２４回議会報告会は、全議員による対面方式により実施した。開催場所と​

​して那須塩原市図書館みるるのアクティブラーニングスペースを選定した結​

​果、アクティブラーニングスペースが持つ開放感を意見交換会の雰囲気作りに​

​活かすことができ、参加者が気負うことなく自身の意見や考えを発信すること​

​につながった。​

​　また、事前の申し込みを必須とせず、飛び入り参加も可能としたことで、図​

​書館の利用者という、本来は議会報告会を訪問目的にしていない人も参加でき​

​る仕組みにすることもでき、実際、事前の申し込みが無かった人にも参加して​

​もらうことができた。その結果、「那須塩原市の良いところ、わるいところ」​

​という幅広い内容を扱ったテーマに合致した、多様な意見や考え、そして、地​

​域の課題を共有する機会につなげることができたと分析している。​

​　今回得られた市民の声を、各常任委員会の調査研究や政策提言に着実につな​

​げ、成果を市民に分かりやすく発信していくことや、市民の考えを引き出して​

​いく工夫を重ねていくことが、議会への信頼向上につながるものと考える。​
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​４　資料​
​　​

​アンケート結果​

​○アンケート回収数　20枚​

​問１ 那須塩原市にお住まいですか。​

​はい​ ​１８​

​いいえ​ ​２​

​問２ 年齢についてお答えください。​

​１０代​ ​１​

​２０代​ ​４​

​３０代​ ​６​

​４０代​ ​３​

​５０代​ ​１​

​６０代​ ​２​

​７０代​ ​３​

​８０代以上​ ​０​

​問​​３​ ​今​​回​​の​​議​​会​​報​​告​​会・​​意​​見​​交​​換​​会​​は​​ど​​の​​よ​​う​​な​​方​​法​​で​​お​​知​​り​​に​​な​​り​

​ましたか。（複数回答可）​

​班回覧・配布チラシ​ ​４​

​LINE​ ​０​

​ポスター​ ​０​

​ホームページ​ ​０​

​議員・知人からの紹介​ ​１４​

​その他​ ​３​

​　​
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​問４ 本日の議会報告会・意見交換会の内容はいかがでしたか。​

​大変満足​ ​１１​

​満足​ ​４​

​どちらとも言えない（普通）​ ​４​

​不満​ ​０​

​大変不満​ ​１​

​問​​４​​-​​１​ ​問​​４​​の​​評​​価​​を​​選​​択​​さ​​れ​​た​​理​​由​​を​​お​​聞​​か​​せ​​く​​だ​​さ​​い。​​（良​​かっ​​た​

​点、改善すべき点など）　​
​※お寄せいただいたご意見、ご感想を抜粋して掲載しています​

​・意見の言いやすい環境で、自分の思いを伝えることができたため。また、他​

​　者の意見を聞き、知見が広がった​

​・直接本当に声を伝えられると実感した​

​・議員の方が市民の声をよく聞いていて、活用しようとしてくれた。話しやす​

​　かった​

​・議員さんとの交流は中々出来ないと思っていたので楽しかった​

​・場所が会議室ではなくて、とてもオープンでよかった​

​・グループ毎に話す時間を多くとってくれたので、ざっくばらんに話せました​

​・自分自身が住んでいて、こうしてほしいといったことや、わるいところやい​

​　いところを考えてなかったなと感じました。色々な意見をきけてよかったで​

​　す！​

​・参加者がすくない​

​9​



​問​​５​ ​今​​後​​の​​議​​会​​報​​告​​会・​​意​​見​​交​​換​​会​​で​​取​​り​​上​​げ​​て​​ほ​​し​​い​​テー​​マ​​や​​市​

​政の課題はありますか。​​（子育て支援、防災対策、交通インフラなど）​

​※お寄せいただいたご意見を抜粋して掲載しています​

​・若者支援​

​・子どもが気を遣わない町、子どもが自分の意思表示をして喜怒哀楽できる​

​　　町、お母さんが子どもに愛情をいっぱい注入できる町​

​・那須塩原駅前　駐車場がないこと​

​・若者支援​

​・防災対策​

​・子育て支援！ママさんパパさんは忙しいからなかなか本当の声が届きにく​

​　　いけど重要な意見が沢山眠ってます！​

​・交通インフラの充実​

​・特に子育て支援、地域間交流​

​・室内遊び場が欲しい​

​・子育て支援​

​・世代を超えたまちづくりについて​

​・市民の参画​

​・産業廃棄物など様々なことについて情報発信して市民に知ってもらう、知​

​　　らせて頂くこと​

​問６ 今後も議会報告会が開催される場合、また参加したいですか。​

​ぜひ参加したい​ ​１４​

​日程・時間が合えば参加したい​ ​６​

​あまり参加したくない​ ​０​

​問７　その他、本日の感想や議会に対するご意見、ご提言等がござい​

​ましたらご自由にお書きください。​
​※お寄せいただいたご意見、ご提言を抜粋して掲載しています​

​　​​・また参加します​

​　・議員さんとの交流はとても楽しいので、もっと増やして欲しい​

​　・この後、私たちの声が議会の中でどんな議論になっていくのか、その過程​

​　もぜひ見たいです​

​　・終始楽しく参加できました。設営お疲れ様でした！​

​　・今日のようにざっくばらんに話せる機会は大変ありがたいです​

​　・色々と参考になりました。議員の皆さんが気さくで、お話ししやすかった​

​　です。ありがとうございました​

​　・場所やフリートーク　雰囲気良く話しやすかった​
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​当日の様子​

​※会場で上映した動画のサムネイル​
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